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ま
え
が
き

も
し
も
ダ
ラ
ム
卿
〔
一
七
九
二
―
一
八
四
〇
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
家
・
軍
人
。
一
八
三
八
年
、
総
督
と
し
て
現
地
に

赴
任
し
、
フ
ラ
ン
ス
系
住
民
の
同
化
の
必
要
性
を
説
く
『
ダ
ラ
ム
報
告
書
』
を
本
国
に
提
出

〕
が
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ク
ル

シ
エ
ー
ル
に
会
っ
て
い
れ
ば
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
人
が
「
歴
史
も
文
学
も
持
た
な
い
民
族
」
だ
な
ど
と
書

く
こ
と
は
け
っ
し
て
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
実
際
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ク
ル
シ
エ
ー
ル
の
名

前
は
歴
史
と
同
義
で
あ
る
。
一
九
六
二
年
の
『
ボ
レ
ア
ル
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
紙
創
刊
号
か
ら
二
十
一
世
紀
初
頭

に
出
版
し
た
本
書
『
ケ
ベ
ッ
ク
の
歴
史
』
に
至
る
ま
で
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ク
ル
シ
エ
ー
ル
は
、
一
五
三
四
年
に
ジ

ャ
ッ
ク
・
カ
ル
テ
ィ
エ
〔
一
四
九
一
―
一
五
五
七
、
フ
ラ
ン
ス
の
探
検
家
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
と
し
て
初
め
て
サ
ン
ロ
ー
ラ
ン
河
を
遡
る
こ
と
に
成
功
〕
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
わ
れ
わ
れ
の
共
同
の

冒
険
に
つ
い
て
研
究
し
、
そ
れ
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
一
生
の
仕
事
と
し
た
の
で
あ
る
。

ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ク
ル
シ
エ
ー
ル
の
著
作
目
録
は
膨
大
で
、
敬
意
に
あ
た
い
す
る
。
一
九
六
八
年
か
ら
一
九
八
三

年
ま
で
、
若
い
ケ
ベ
ッ
ク
人
た
ち
は
、
ド
ニ
・
ヴ
ォ
ー
ジ
ョ
ワ
〔
一
九
三
五
―
、
出
版
社
ボ
レ
ア
ル
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
共
同
創
設
者
。

政
治
家
。
ル
ネ
・
レ
ヴ
ェ
ッ
ク
政
権
で
、
文
化
大
臣
な
ど
も
務
め
た
〕
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と
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
シ
ェ
〔
一
九
四
三
―
、
歴
史
家
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
の
司
会
・
進
行
者
〕
と
の
共
著
で
あ
る
教
科
書
『
カ
ナ
ダ
゠
ケ
ベ
ッ
ク
、
歴

史
の
総
括
』
を
読
む
こ
と
で
自
分
た
ち
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
〔
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
は
、
州
や
そ
の
住
民
を
一
つ
のnation

と
と
ら
え
た
表
現
が
使
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
に
「
民
族
」
や
「
国
家
」
と
い
う
訳
語
を
あ
て
る
の
は
無
理

が
あ
る
た
め
、
こ
の

よ
う
に
表
記
す
る

〕
の
歴
史
を
発
見
し
た
。〈
十
月
危
機
〉〔
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
独
立
を
主
張
す
る
ケ
ベ
ッ
ク
解
放
戦
線
が
一
九
七
〇
年
十
月
に
起
こ

し
た
二
件
の
事
件
。
モ
ン
レ
ア
ル
駐
在
の
イ
ギ
リ
ス
人
商
務
官
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ク
ロ
ス

（
一
九
二
一
―
二
〇
二
一
）
と
ケ
ベ
ッ
ク
州
労
働
大
臣
ピ
エ
ー
ル
・
ラ
ポ

ル
ト
（
一
九
二
一
―
一
九
七
〇
）
が
拉
致
さ
れ
、
後
者
が
殺
害
さ
れ
た

〕
か
ら
二
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ク
ル
シ
エ
ー

ル
は
『
警
報
だ
、
市
民
よ
―
―
ク
ロ
ス
゠
ラ
ポ
ル
ト
事
件
』
を
発
表
す
る
。
こ
の
本
は
も
う
何
年
も
前
か
ら
入
手

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
彼
は
そ
の
な
か
で
、
一
九
六
〇
年
代
初
頭
以
来
の
ケ
ベ
ッ
ク
解
放
戦
線
の
一
連
の
動

き
を
跡
づ
け
て
か
ら
十
月
の
出
来
事
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
、
説
明
し
て
い
た
。
彼
が
い
か
に
多
様
な
関
心
を
も

っ
て
い
た
か
は
、
一
九
七
一
年
と
七
二
年
に
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
、
ア
メ
リ
カ
の
独
立
革
命
、
お
よ
び
一
八
三
七
年
か

ら
三
八
年
の
動
乱
〔
ル
イ
゠
ジ
ョ
ゼ
フ
・
パ
ピ
ノ
ー
ら
愛
国
党
員
に

よ
る
、
イ
ギ
リ
ス
統
治
に
対
す
る
一
連
の
反
乱
〕
に
つ
い
て
、
矢
継
ぎ
早
に
出
版
し
た
こ
と
が
証
明
し
て
く

れ
る
。
一
九
七
九
年
か
ら
八
二
年
に
は
、
エ
レ
ー
ヌ
゠
ア
ン
ド
レ
・
ビ
ジ
エ
〔
一
九
四
七

―
、
歴
史
家
〕
と
と
も
に
『
わ
れ
ら

の
ル
ー
ツ
―
―
ケ
ベ
ッ
ク
人
の
生
き
た
歴
史
』
シ
リ
ー
ズ
を
執
筆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
政
治
史
だ
け
で
な
く
、
と

り
わ
け
人
び
と
の
日
常
生
活
が
き
わ
め
て
楽
し
く
紹
介
さ
れ
た
、
ま
さ
し
く
情
報
の
宝
庫
だ
。
実
際
、
ジ
ャ
ッ

ク
・
ラ
ク
ル
シ
エ
ー
ル
の
手
腕
の
一
つ
は
、
大
き
な
歴
史
と
日
常
生
活
を
結
び
つ
け
る
生
来
の
才
に
あ
る
。
古
文

書
、
新
聞
、
司
教
た
ち
の
教
書
、
ケ
ベ
ッ
ク
史
の
立
役
者
た
ち
の
書
簡
に
関
す
る
彼
の
知
識
が
味
わ
い
深
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
話
を
彩
り
、
あ
る
時
代
の
雰
囲
気
や
生
活
様
式
を
わ
れ
わ
れ
に
感
じ
取
ら
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

『
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
叙
事
詩
』
や
『
一
面
ト
ッ
プ
で
見
る
歴
史
』
の
よ
う
な
テ
レ
ビ
番
組
に
出
演
す
る
ジ
ャ
ッ
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ク
・
ラ
ク
ル
シ
エ
ー
ル
は
ま
た
、『
私
た
ち
流
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
』
や
、『
大
恐
慌
と
呼
ば
れ
た
も
の
』、『
第
二
次

世
界
大
戦
と
世
論
』
な
ど
、
カ
ナ
ダ
放
送
協
会
の
文
化
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
さ
れ
る
ラ
ジ
オ
の
シ
リ
ー
ズ
に
も
貢

献
し
た
。
こ
れ
ら
三
つ
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
ジ
ャ
ッ
ク
は
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
し
て
の
大
い
な
る
才
能
を
発
揮
し
、
ケ

ベ
ッ
ク
史
に
関
す
る
博
識
を
証
明
し
た
。

円
熟
期
の
作
品
で
あ
る
本
書
『
ケ
ベ
ッ
ク
の
歴
史
』
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ク
ル
シ
エ
ー
ル
は
ケ
ベ
ッ
ク

史
の
総
括
と
省
察
を
行
っ
て
い
る
。
ま
さ
し
く
離
れ
業
で
あ
り
、
重
要
な
政
治
的
出
来
事
、
日
常
生
活
、
論
争
、

ケ
ベ
ッ
ク
の
運
命
を
つ
く
り
上
げ
て
き
た
保
守
派
と
進
歩
派
の
対
立
な
ど
を
自
分
の
文
章
に
組
み
込
み
な
が
ら
ケ

ベ
ッ
ク
社
会
の
進
展
を
跡
づ
け
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

私
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ク
ル
シ
エ
ー
ル
に
対
し
て
友
情
と
敬
意
を
抱
い
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
何
よ
り
も
ま

ず
ケ
ベ
ッ
ク
史
に
関
す
る
四
〇
年
以
上
に
わ
た
る
研
究
と
思
索
の
成
果
で
あ
る
本
書
の
質
の
高
さ
を
認
め
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ク
ル
シ
エ
ー
ル
の
大
き
な
功
績
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
一
般
の
人
び
と
の
ケ
ベ

ッ
ク
史
に
対
す
る
関
心
を
刺
激
し
つ
づ
け
た
こ
と
に
あ
る
。

ア
ン
ド
レ
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ


